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 三田市の図書館を考える市民の会は、これまで図書館年報データの誤りについてその都

度、個々に質問をしてきました。しかし余りに頻度が高いため、指定管理者制度導入後４

年間の図書館年報を比較しながら全体的なチェック作業を試みました。その結果、幾つも

の疑問点が見つかりました。 

図書館年報は当年度の図書館運営の総決算を市民に報告する唯一の資料です。冊子化さ

れ市議会議員に配布され、日本図書館協会、国立国会図書館など全国の関係機関にも送ら

れる重要な資料だと思います。当然のこと、誤りや虚偽があってはなりません。また、年

報の数値は三田市の「事務報告」にも引用されています。文化スポーツ課は市民の会の質

問に対し、＜年報はＴＲＣが作成し市は完成品を受け取っている。誤りがあればその都度

訂正させる＞という趣旨の回答をしています。誤り等について、あたかも市には責任がな

いかのような姿勢です。しかし、誤った数値をそのまま市の文書に引用すれば、その責任

は三田市そのものにあると言わなければなりません。 

この点も含めて図書館年報の疑問点について網羅的に質問いたします。出来るだけ早く

的確に回答してください。 

なお、わたしたちは統計に関しては全くの素人です。したがって、理解不足や誤解によ

る間違いがあるかもしれません。その際は指摘していただきたく思います。 

順次、質問点を述べます。 

 

 Ⅰ. 「利用登録者」と「登録率」について 

「利用登録者」「登録率」の基礎になるデータは、２９年度版図書館年報を例にとれば

２７ページから掲載されている「６.統計」の「（４）登録状況①利用登録者数(全館)」の

数値だと考えます。この表のすぐ上には「（３）利用状況③三田市立図書館の図書館指標

の推移」の表があり、ここにも登録率が掲載されています。次ページ掲載の＜表①＞は、

市民の会が各年度の図書館年報各表のデータを突き合わせるため、該当の数値を抽出して

独自に作成したものです。 

＜表①＞の「市民合計」は三田市民の登録者数を表す。また「年齢区分別合計」「地区

別合計(市内)」はそれぞれ、市民登録者を年齢区分、地区別に表したもので、当然ながら

その値は「市民合計」と同じ数値にならなければならない。また、「個人合計」は「市民

合計」と「阪神広域・その他」を合算したもので、個人登録者の総数を表す。「総合計」

は「個人合計」と「団体・相互」の和で、個人と団体などを合わせた登録総数である。そ



して「登録率」は「市民合計」を「人口」で除したもので、三田市民の図書館登録率を表

す。――以上の認識でデータを分析しました。 

 

 

質問事項 

 直営最後の年・平成２５年版図書館年報は、すべての数値が矛盾なく整合しています。 

 

◆平成２６年度版 指定管理者制度に移行してＴＲＣが年報を作るようになった平成２

６年版から諸表の数値に矛盾が生じています。 

質問１.「市民合計」「年齢区分別合計」「地区別合計」の三つの表の数値が全て違って

います(表のピンク表示)。前述の通りこの三つは同じにならなければなりません。こんな

ことがなぜ起こるのですか。どれが正しい数値ですか。 

質問２.「年齢区分別」の合計が、「市民合計」を３０００人以上も上回って「総合計」

と同じ数値になっています。総合計は「個人合計」に「団体・相互」登録者数を加えた数

値ですから、こんなことがあり得るはずはありません。歴然とした誤りだと考えます。ど

ちらの数値が誤りですか。 

 質問３.「阪神広域・その他」の登録者数は、トータルが記載されている「（４）登録状

況③地区別登録者数」の市外計２,９４８と、内訳数だけが記載されている「同①利用登

録者数(全館)」の「広域(阪神)」と「その他」の和３,０３３(表の黄色表示)と、異なる

二つの数値があります。常識的には後者が正しいと考えられますが、どちらが正しいので

しょうか。 

表① 図書館利用登録者の推移 各種統計の比較 

年   度 平成 25(2013) 平成 26(2014) 平成 27(2015) 平成 28(2016) 平成 29(2017) 

市民合計 40,523 40,082 39,777 39,451 38,817 

年齢区分別合計 (集計無し) ＊43,199 ＊43,123 ＊42,842 ＊43,784 

地区別合計(市内) 40,523 40,251 40,016 39,706 39,064 

阪神広域・その他 2,841 2,948 

3,033 

3,097 

3,264 

3,133 

3,100 

4,706 

4,685 

個人合計 43,364 ＊43,115 ＊43,041 42,551 43,502 

団体・相互 87 84 72 88 99 

総 合 計 43,451 ＊43,199 ＊43,123 

43,113 

＊42,639 

42,837 

＊41,855 

43,770 

人 口 114,642 114,289 113,541 113,309 11,3038 

登 録 率 35.3 ○35.1 

35.3 

35.0 34.8 34.6 

○34.3 

新規登録者数 3,357 3,994 3,550 3,362 4,710 
＜注＞●「市民合計」と「年齢区分別合計」「地区別合計」は本来同一の数値にならなければならない。 
●「市民合計」と「阪神広域・その他」の和が個人合計である。●「総合計」は「個人合計」と「団体・相互」の和である。 
●「登録率」は「市民合計」を「人口」で除したものである。●黄色の帯をかぶせた数値は、同一年報の他の表に表記された当該項
目の数値である。つまり、同じ項目なのに異なった複数の数値が存在している。●上記のように、ピンクの帯の数値は同一年度で
は同じにならなければならないが、すべて異なっている。●「＊」の数値は互いに矛盾している。 



質問４.登録率は「（４）①利用登録者数(全館)」と「（３）③三田市立図書館の図書館

指標の推移」では０.２ポイントの差があります。いずれが正しいですか。 

 

◆平成２７年度版 指定管理者制度２年目のこの年も同様に多くの疑問点があります。 

質問５.同一であるべき「市民合計」「年齢区分別合計」「地区別合計」の三つの表の数

値が全て異なっています。どれが正しいですか。 

質問６.「年齢区分別合計」の数値が「個人合計」を上回り、「総合計」と同じになって 

います。あり得ないことです。どちらが正しいですか。 

質問７.「総合計」の数値自体も「（４）登録状況①利用登録者数(全館)」の４３,０４ 

１と、「（４）登録状況③地区別登録者数」の４３,１１３と、異なる二つの数値が掲載さ

れています。どちらが正しいですか。 

質問８.「阪神広域・その他」の数値が２種類あります。どちらが正しいですか。 

 

◆平成２８年度版 この年はさらに異常な事態になっています。 

質問９.「市民合計」「年齢区分別合計」「地区別合計」の三つの数値が全て違っていま

す。どれが正しいですか。 

質問 10.「年齢区分別合計」の数値が総合計を上回っています。どちらが誤りですか。 

質問 11.「総合計」に２種類の数値があります。その多い方が４２,８３７人、「年齢区

分別合計」の数値は４２,８４２人で、こちらが５人上回っています。こんなことは絶対

にあり得ないことです。正しい数値と計算の経緯を説明してください。 

質問 12.「阪神広域・その他」の数値が２種類あります。どちらが正しいですか。 

 

◆平成２９年度版 

質問 13.「市民合計」「年齢区分別合計」「地区別合計」の三つの数値が全て違います。

これで４年連続です。どれが正しいですか。 

質問 14.「年齢区分別合計」の数値が「市民合計」より５千人近くも上回っています。

どう計算すればこんなことになるのでしょうか。正しい数値と計算の経緯を説明してくだ

さい。 

質問 15.「年齢区分別合計」の数値が「総合計」を上回っているのも４年連続です。ど

ちらが正しいですか。 

質問 16.「登録率」がこの年も２種類あり０.３ポイント違います。どちらが正しいで

すか。 

質問 17.データの数値がこれだけ混乱していると、どれが正しいのか判断しかねます。

しかし、検算した結果、２６年度、２９年度については、＜表①＞で○印をつけた方が正

しいのではないかと推測しています。如何でしょうか。 

 

以上、「登録者数」に関連して、わたしたちが間違いではないかと考えた点を指摘しま

した。どの数字が正しいのか、どうしてこんな間違いが起こったのか、項目ごとに分かり

易く説明してください。 



質問 18.因みに、２９年度年報と２８年度年報の「①利用登録者(全館)」と「③地区別

登録者数」の数値の齟齬など一部について、今年９月７日と２９日に二度、図書館に質問

書を出しました。その最終回答を１０月２７日付で受け取りました。その中で平岡館長は

一部について間違いを認めましたが、その回答自体が間違っています。 

回答はこう述べています。 

＜①利用登録者数(全館)の総合計に関しては、４１,８５５人の表示になっておりま

す。ご指摘の通り表示に不備があり、正しくは４３,７８４人となります。＞＜地区別登

録者数の総合計に関して、４３,７７０人の表示になっております。ご指摘の通り表示に

不備があり、正しくは４３,７８４人となります。＞＜修正に関してＷｅｂ版の掲載は準

備でき次第掲載致しますので、よろしくご理解をお願い致します。＞ 

「利用登録者数(全館)」の総合計は、すべての「個人登録者」に「団体・相互」も加え

て算出します。一方、ここでいう「地区別登録者数の総合計」は三田市民と三田市以外の

個人登録者数の合計です。したがって「団体・相互」は加算されていません。それなの

に、何故この二つの数値が４３,７８４人と同数になるのでしょうか。論理が破たんして

います。 

また、数値の違いを「誤差」と表現し、その理由を＜図書館システムの利用者登録区分

に一部加算漏れが有り＞＜地区区分に一部加算漏れが有り＞としています。システムの問

題なのか、作業者の問題なのか、何故加算漏れが起きたのか、さっぱり分かりません。小

学生でもわかることですが「誤差」ではありません。どちらかの数値、もしかすると両方

の数値が「誤り」なのです。例によって再発防止策には一言も触れていません。 

回答自体が間違っています。なぜこのような二重の誤りが起きるのか、図書館長と三田

市の見解を求めます。 

また、三田市からの回答には「図書館年報につきましては、指定管理者が作成し、報告

を受けております。今後間違いのない様指示いたします」とありました。まるで三田市は

無関係です、と言っているようです。 

三田市の監督責任についての認識と再発防止策を示してください。 

 

 

Ⅱ. 「貸出数」と「貸出密度」について 

 

次は「貸出数」についてです。次ページの＜表②＞は市民の会が作成したものです。 

「貸出数」のデータは年報の幾つかの表に記載されています。「個人貸出点数」は市内、

市外の個人登録者に貸し出した数で、｢市内・市外貸出点数計｣と同一になる。「年齢区分別

貸出点数」は「個人貸出点数」の年齢別内訳で、その合計も「個人貸出点数」と同一にな

る。「市内貸出点数」は直営時代には「市民貸出点数」と表記されていたが、同義と考えて

よい。「資料種別貸出点数」には「相互貸借等を除く」と注釈があるが、直営時の注釈は「備

品その他資料の貸出をのぞく」となっていて若干意味が違う。しかし、「ある部分を除いて

いる」のだから、トータルの数字より大きくなることはあり得ない。――という認識で「貸

出数」についての疑問点を指摘して質問します。 



 

質問事項 

直営最後の年・平成２５年度版の「貸出数」には何の問題も見出せませんでした。 

 

◆平成２６年度版 登録者数と同様、貸出数でもこの年から理解できない数値が登場し

ています。 

質問１.同一でなければならない「個人貸出点数」｢市内・市外貸出点数計｣「年齢区分別

貸出点数」のうち、「市内・市外貸出点数計」が「個人貸出点数」の計より少なくなってい

ます。いずれの数値が正しいですか。 

 

平成２７年度版  

質問２.同じであるべき「個人貸出点数」｢市内・市外貸出点数計｣「年齢区分別貸出点数」

の三つの数値が全て違っています。どれが正しいですか。 

質問３.数値が一番多いのが「年齢区分別貸出点数」、次が「市内・市外貸出点数計」。こ

の二つがトータルである「個人貸出点数」を上回っていて、その差は２万７千点にも上っ

ています。いずれの数値が正しいですか。 

質問４.「資料種別貸出点数」がトータルである「個人貸出点数」を超えています。どう

計算したらこんな数値になるのでしょうか。計算の根拠を示してください。 

 

◆平成２８年度版 

質問５.「個人貸出点数」｢市内・市外貸出点数計｣「年齢区分別貸出点数」の三つの数値

が全て違っています。いずれが正しいですか。 

質問６.「年齢区分別貸出点数」と「個人貸出点数」の差は１万５７００点ほどに減って

いますが、逆転現象は同じです。計算の根拠と正しい数値を示してください。 

質問７.「資料種別貸出点数」が「個人貸出点数」に対して”下剋上状態”になっています。

計算の根拠と正しい数値を示してください。 

 

表② 図書館年報各表の「貸出点数」の比較 

年   度 平成 25(2013) 平成 26(2014) 平成 27(2015) 平成 28(2016) 平成 29(2017) 

個人貸出点数 1,097,294 1,130,175 1,085,745 1,057,789 1,057,333 

資料種別貸出点数 
(相互貸借等を除く) 

1,092,908 1,125,326 1,108,999 1,069,187 1,070,800 

年齢区分別貸出点数 1,097,294 1,130,175 1,113,637 1,073,529 1,075,041 

市内・市外貸出点数計 1,097,294 1,122,145 1,105,694 1,064,538 1,064,487 

市内貸出点数 1,037,075 1,062,431 1,045,517 1,005,036 977,730 

市外貸出点数 60,219 59,714 60,177 59,502 86,757 

貸出者数 282,224 324,145 316,575 301,391 302,019 

＜注＞ ●本来、各年度の色付きの数字は、25 年度のように同数にならなければならない。ところが、26 年度で 1 つ、
27 年度以降はすべての数値が異なる。●27 年度以降は、総計であるはずの「個人貸出点数」が「資料種別貸出点数」
「年齢区分別貸出点数」｢市内市外貸出点数計｣の、いずれの数値をも下回るという、逆転現象が起きている。 



◆平成２９年度版 

質問８.「個人貸出点数」｢市内・市外貸出点数計｣「年齢区分別貸出点数」の三つの数値

が全て違っています。いずれが正しいですか。 

質問９.「年齢区分別貸出点数」がこの年も「個人貸出点数」を上回っています。その差

は１万７７００点ほどに広がっています。計算の根拠と正しい数値を示してください。 

質問 10.「資料種別貸出点数」が相変わらず「個人貸出点数」を上回っています。何故逆

転現象が起きたのか計算の根拠と正しい数値を示してください。 

 

表③ 年間実績(指標)の貸出密度(人口一人当たりの貸出点数) 

「市内(民)貸出点数」を「人口」で割って算出する 

平成 25(2013) 平成 26(2014) 平成 27(2015) 平成 28(2016) 平成 29(2017) 

1,037,075 点 
 

114,642 人 

1,062,431 点 
 

114,289 人 

1,027,364 点 
 

113,541 人 

987,953 点 
 

113,309 人 

958,122 点 
 

113,038 人 

９.０点 ９.３点 ９.０点 ８.７点 ８.５点 
●貸出密度は「市内(民)貸出点数」を「人口」で割って算出するが、27 年度以降は「市内貸出点
数」とは異なる数値になっていて、その数値は年報統計のどこにも存在しない。 

 

質問 11.こうした誤りは当然のことながら他の数値にも波及します。「（３）利用状況①

年間実績(指標)」という、図書館指標を網羅した大きな表の「貸出密度」の数値は、「市内

貸出点数」を「人口」で割って算出します。ところが、この大切な指標の分子となる「市

内貸出点数」の数字が、２７年度年報以降２９年度版まで、どこから持ってきた数値か皆

目わかりません。「市内貸出点数」をそのまま使えば問題ないのに、年報のどこにも存在し

ない数値が使われています。＜表②＞の「市内貸出点数」と＜表③＞の分子の数値(赤表示)

を比べると、すべて分子の方の数値低くなっています。因みに「市内貸出点数」を分子に

して計算すると２７年度は９.２点、２８年度は８.８点、２９年度は８.６点と、「貸出密度」

の数値は高くなります。 

２７年度の１,０２７,３６４点、２８年度の９８７,９５３点、２９年度の９５８,１２

２点は、どのようにして計算された数値ですか。これらの数値は各年度の年報のどこに表

記されていますか。 

 

 

Ⅲ. 「貸出点数(千点)」表について 

 

「（３）利用状況②全国公共図書館との比較」の表は、三田市立図書館が全国の人口同規

模の市の図書館と比べて、どの程度の位置にいるかをみる指標として重要な表です。次ペ

ージの＜表④＞は市民の会が作成した、５年間の「貸出数(千点)」と「貸出の実数」を一

覧表にしたものです。但し、「（３）利用状況②全国公共図書館との比較」の表には注釈が

あり、２７年度版までは＜他市統計は『日本の図書館２０１５』より引用＞となっていま

す。これは、三田市の数値は当年度のものだが、他市のものは前年度の数値だという意味 



 

です。それが２８年度からは＜統計は『日本の図書館２０１６』より引用＞と変わりまし

た。これは、三田市も他市と合わせて前年度の数値を使っているという意味だ、と三田市

から説明を受けています。 

 

質問事項 

平成２６年度版の数値までは問題ありません。「貸出点数(総数)」の千の単位までがその

ままに記載されています。ところが、翌２７年度から変なことが起きています。 

質問１.平成２７年度版には「貸出点数」が複数存在します。一つは「６.活動（１）年間

実績(指標)」に登場する１,１１３,７３４点という数値。もう一つが「（６）貸出サービス①

概況」の１,０８５,７４５点という数値。表には入れていませんが、この他にも「③資料別

貸出点数」には１,１０８,９９９点という数値、「④年齢区分別貸出状況」に１,１１３,６３

７点という数値があります。それぞれの数値は必ずしも同一になる訳ではありませんが、

この四つの数値のどれもが、「貸出数(千点)」の１１２９とは合致しません。１１２９はど

こから導き出された数値ですか。 

質問２.２８年度版では、「（１）年間実績(指標)」の１,０５７,７８９点と、「（６）貸出サ

ービス①概況」の数値は同じでした。しかし、「③資料別貸出点数」は１,０６９,１８７点、

「④年齢区分別貸出状況」は１,０７３,５２９点とそれぞれ異なっています。そして、この

三つの数値のどれも、「貸出数(千点)」１０８０とは整合しません。１０８０の数値はどこ

から導き出されたものですか。 

しかし、注釈に従えばこの「１０８０」は前年度の数値ということになります。しかし、

２７年度の数値は「１１２９」だったのですから、注釈通りにもなっていません。おかし

くはありませんか。使用数値の年度変更は行われなかったのですか。 

質問３.２９年版では「貸出数(千点)」が１０５０となっています。しかし、「（１）年間

実績(指標)」は１,０５５,９８１点、「（６）貸出サービス①概況」は１,０５７,３３３点、

「③資料別貸出点数」は１,０７０,８００点、「④年齢区分別貸出状況」は１,０７５,０４１

点とすべて異なっています。１０５０はどこから導き出された数値でしょうか。さらに質

問２.の後段と同じ疑問が生じます。使用数値の年度変更は行われなかったのですか。 

 

表④ 貸出数(千点) 全国公共図書館との比較(人口 11 万人台の市) 

平成 25 年度(2013) 三田市 3 位 1097 (年間実績実数 1,097,294) 

平成 26 年度(2014) 三田市 2 位 1130 (年間実績実数 1,130,175) 

平成 27 年度(2015) 三田市 2 位 1129 (年間実績実数 1,113,734)  
(貸出サービス概況実数 1,085,745)   1085 

平成 28 年度(2016) 三田市 2 位 1080 (年間実績実数 1,057,789)         1057 

平成 29 年度(2017) 三田市 3 位 1050 (年間実績実数 1,055,981)  

(貸出サービス概況実数 1,057,333)   1057 

<注>赤字表記の数値は「年間実績(指標)」に表記されている貸出数。青字は「貸出サービス・概況」に記載されている貸

出数。概況の数値が基礎となる数値と思われるが、27年度以降は「他館との比較」に使われている千分の一の数値と整

合しない。そのうえ、27 年度、29 年度の赤字の数値はどのような数値か判断できない。「貸出サービス・概況」を基にす

れば、27 年度 1085、28 年度 1057、29 年度は 1057 とならなければならない。 



Ⅳ. 三田市事務報告の数値について 

 

下の二つの表は、前が平成２７年度、後が平成３０年度の「三田市事務報告」より転載

した「図書館の運営指標(全館)」表です。二つの表の「貸出人数」と「貸出点数」をチェ

ックしてみました。 

平成２５年度については、図書館年報と全く同じ数値が使われています。 

平成２６年度は「貸出人数」「貸出点数」とも、図書館年報には存在しない数値が使わ

れています。上掲の表には記載がありませんが、平成２７年度についても同様で、図書館

年報とは数値が異なります。 

平成２８年度は、「貸出人数」は年報と異なる数値でどこからの引用か不明です。「貸出

点数」は、年報の「年齢区分別貸出点数」と同じ数値で、この数値は＜Ⅱ.「貸出数」と

「貸出密度」について＞で述べた通り疑問のある数値で、「個人貸出点数」に「団体貸出

点数」を足した数値に等しいというおかしなことになっています。直営時には「個人貸出

点数」を引用していたのですが、指定管理者制度導入後は「個人貸出点数」＋「団体貸出

点数」の数値を使うことに変更したようです。こんなことをすれば過去との比較が無意味

になります。それにその数値自体が正しさに疑問符のつくものなのです。 



平成２９年度は「貸出人数」は年報通りの数値になっていますが、「貸出点数」は２８

年度と同様、「個人貸出点数」＋「団体貸出点数」の数値が使われています。この数値を

使えば、「個人貸出点数」より１万７０００点以上膨らませることができます。図書館の

実績を少しでも大きくしたいという姑息な方法ではないでしょうか。 

 

質問事項 

質問１.平成２６年度、２７年度の「貸出人数」「貸出点数」の数値はどこからの引用で

すか。出所を明らかにしてください。 

質問２.２８年度の「貸出人数」は年報のどこから引用した数値ですか。 

質問３.２８年度の「貸出点数」に間違いはありませんか。 

質問４.「貸出点数」を「個人貸出点数」から、「個人貸出点数」と「団体貸出点数」の

和に変更した理由を明らかにしてください。 

質問５.変更したことにより過去との比較は意味のないものになりましたが、その点を

どのように認識していますか。 

 

以上４項目に分けて質問してきたように、最も重要な図書館「指標」にさえ、出所不明

の数値が使われています。このことは年報のデータ全体に不信感を抱かせます。年度によ

っては意図的に実際より高い数値を使って、図書館運営が順調なことを印象付けようとし

たのではないかという疑念さえ生じさせます。ここまでくるとデータ改ざんと言っても過

言ではありません。いずれにしても、素人のわたしたちがちょっと調べただけで、これだ

けの疑問点がありました。質問項目のそれぞれに根拠を示して回答してください。そして、

もし誤りの箇所があるのならば、文化スポーツ課が表明しているように各年度の図書館年

報を、過去にさかのぼって修正してください。 

また、指摘した通り三田市の事務報告にも「虚偽または事実に基づかない数値」が使わ

れている可能性が極めて強いのです。もし、そうであるならば、それは指定管理者の責任

を越えて三田市自身の責任と言わなければなりません。この点についての認識を示してく

ださい。そして、事務報告についても過去にさかのぼって修正する必要が生じると考えま

すが如何でしょうか。 

 

以上。 


